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特集：テラヘルツ波応用とその可能性（イメージングを中心に

赤外光領域の中でも波長約 15μ m から 1 mm（周波数が 0.3 tera Hz から 30 tera Hz までの電磁波）は、
テラヘルツ波と呼ばれ、“光と電波の境界領域”である。
本特集では、イメージングを中心にテラヘルツ波の応用について取り上げる。
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